
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県教育庁相双教育事務所学校教育課

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和８年８月７日（金）９：５０～１６：１５ 

○会  場：南相馬合同庁舎会議室（南相馬市原町区錦町一丁目３０番地） 

○参加者：小学校教諭８名、中学校教諭２名  合計１０名 

○内 容：講     義「道徳科の意義」「特別活動の意義」 

協     議「道徳科の指導上の諸問題」「学級活動の指導上の諸問題」 

講義・演習「資料分析」（道徳科） 

        「学級活動における『望ましい人間関係の形成・確立』」（特別活動） 

 

 

 

〇 価値項目の立ち位置をしっかりと理解して、発問や板書を組み立てていかなけ 

ればならないと感じた。「共感」「分析」「投影」「批判」の４観点から発問を考え 

ていきたい。 

  〇 資料から離れて生活の中で考えさせることと、自分の思いを隠さずに出せること、 

そして対話を楽しいと思えることを今後の実践で意識していきたい。 

  〇 真剣な眼差しで聴いてくれる人がいることの安心感を味わうことができた。学級 

でもそんな存在でいられるようにしたいと感じた。 

  〇 「なすことによって学ぶ」ことを大切に、議題の選定の仕方や司会の手引きを利 

用し、事前準備をしっかりした上で話合いをさせるようにする。 

EPORT
研修会

【研修のまとめ】 

（１）道徳コース 

・ 「考え、議論する道徳」の実現に向けて、本音で話し合うことのできる土壌形成に努め、道徳科の目標を

十分に理解し、指導方法を工夫する。 

・ 学習の様子を見取る際には、より多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値の理解を自分

自身との関わりの中で深めているかといった点を重視する。 

（２）特別活動コース 

・ 自分事として課題を見いだし、解決方法を決めて実践し、その成果や課題を振り返るなど、自主的、実践

的な活動が助長されるような学習活動を、学級活動(1)(2)(3)の特質を踏まえて位置付ける。 

・ 話合い活動では、指導内容の特質に応じた指導を行うことで他者の意見に触れ、物事を様々な視点で

見つめ、自分の考えを広げたり、集団で合意形成を図って意思決定を行ったりすることができるようにする。 

 研修の感想
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